
有戸地区 

平均殻長 18.9ｍｍ 

へい死率 0.0％ 

収容枚数 100枚/段 

久栗坂実験漁場 

平均殻長 24.0ｍｍ 

へい死率 1.3％ 

収容枚数 79枚/段 

茂浦地区 

平均殻長 23.6ｍｍ 

へい死率 0.0％ 

収容枚数 83枚/段 

小湊地区 

平均殻長 24.8ｍｍ 

へい死率 1.5％ 

収容枚数 69枚/段 
六枚橋地区 

平均殻長 16.6ｍｍ 

へい死率 2.9％ 

収容枚数 87枚/段 

寄浪地区 

平均殻長 21.7ｍｍ 

へい死率 1.7％ 

収容枚数 152枚/段 

川内実験漁場 

平均殻長 20.4ｍｍ 

へい死率 1.0％ 

収容枚数 50枚/段 
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発行 平成20年9月16日 

１   稚貝の状況について 
 9月4日～12日に各地先の採苗稚貝を調査しましたので、その結果をお知らせします。各地の測定結果

は図１および別表に示したとおりです。 

 稚貝の平均殻長は西湾で21.4ｍｍ、東湾で21.1ｍｍでした。昨年9月12日～22日調査時（それぞれ

22.0ｍｍ、17.6ｍｍ）と比べると、西湾ではほぼ同じ状況ですが、東湾では大きいサイズとなっていま

す。へい死率は、西湾平均で1.7％、東湾平均で0.9％と、昨年（それぞれ1.1％、1.4％）とほぼ同じ

く、低い値に留まっています。 

 日間成長量は、久栗坂実験漁場で0.29ｍｍ/日、川内実験漁場で0.33ｍｍ/日でした。昨年（それぞれ

0.30ｍｍ/日、0.26mm/日）と比べると、久栗坂実験漁場ではほぼ同じ値ですが、川内実験漁場では高

い値となっています。 
 

２ 海況 
 現在（9月16日 午前9時）の陸奥湾の水温は、平舘ブイで15.2～23.0℃、青森ブイで14.9～

22.9℃、東湾ブイで16.5～22.5℃と、平年並み～やや低めになっています。 
 

３   分散作業の注意事項 
 １段当りの収容枚数は全湾的に昨年より減少しましたが、全般的にまだ多い状況です。分散が遅

れると異常貝が増え、へい死につながりますので、収容枚数が多い所では稚貝のサイズや水温に注

意しながら、分散作業に取り掛かってください。なお、潮流が速い時には、分散した稚貝の外套膜

（ヒモ）が傷ついてへい死する場合がありますので、そのような時には分散作業を控えるようにし

てください。 
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瀬野地区 

平均殻長 19.9ｍｍ 

へい死率 0.4％ 

収容枚数 131枚/段 

塩越地区 

平均殻長 20.3ｍｍ 

へい死率 1.9％ 

収容枚数 183枚/段 

舟岡地区 

平均殻長 22.7ｍｍ 

へい死率 2.7％ 

収容枚数 75枚/段 

  図１ 各地先の採苗稚貝の状況 


